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日本一美しい処分場をめざして



ごあいさつ

　当社は１９７３年２月に、北九州市と福岡県及び民間企業の共同出資により設立しました。

以来、響灘地区総合開発の一翼を担うとともに、市内企業等から発生する産業廃棄物の長期

安定的な処分場を確保することで、産業活動を支えながら、地域の経済発展や環境保全に努

めてまいりました。その間、埋立は進み、響灘西部地区１号地の竣功を受けて、２００１年度よ

り土地分譲事業を展開するとともに、更なる響灘地区の活性化に取り組んでおります。

　また、響灘地区は様々なエネルギ－施設が集積する環境拠点でもあります。当社としまして

も、これまで培ってきた豊富な経験と技術を用い、事業を通じて環境活動や地域の低炭素化を

推進し、持続可能な社会づくりに貢献していきたいと考えております。

　今後とも、より一層のご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
　

代表取締役社長
　     古川　義彦
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１．会社設立の経緯とその背景

　 １９５５年 から １９６４年にかけて、 産業エネルギー源は、 石炭から石油へと大転換を遂げ、

当時の若松市も石炭依存経済からの脱却を迫られていた。

１９５８年１０月には 響灘の開発推進母体として、 「若松北海岸埋立促進期成会」 が設立され、

以後、開発の中心的役割を果たすことになった。

　１９６０年、響灘に約３７００ｈａの埋立計画が 国の港湾審議会で承認される一方、響灘進出企

業第１号として電源開発㈱の立地が決定し、開発の気運は高まってきた。

その後、１９６３年の五市合併による北九州市誕生に伴い、計画の再検討が行われ、数度の練

り直しの結果、１９７１年には新たな計画原案が完成した。

１４年間にわたり響灘の開発促進の努力を続けてきた期成会は、１９７２年１２月「ひびき灘開発

株式会社発起人会」として発展的改組を行い、会社設立に向けて精力的に活動を開始した。

 

１９５８年 響灘開発の推進母体として、「若松北海岸埋立促進期成会」が設立

１９６０年 若松市響灘の埋立計画（将来計画も含む）約３７００haを決定

１９６２年 若戸大橋開通

１９６３年 北九州市発足

１９６２年 電源開発㈱、日本炭礦㈱、運輸省、北九州市などが、

計１４４０ｈａの埋立権を取得

１９７１年 響灘Ａ～Ｃ地区を順次埋立開始

響灘地区周辺の航空写真

ひびき灘開発株式会社の誕生

　１９７２年１２月１１日、 北九州市、北九州港管理組合、新日本製鐵㈱、旭硝子㈱、三菱化成工業㈱、電

源開発㈱、住友金属工業㈱、三井鉱山コークス工業㈱、三井アルミナ製造㈱の発起人により、「ひびき灘

開発株式会社（仮称） 設立に関する協定書」が締結され、 響灘開発事業計画の目的、事業主体、事業区

域、資金調達などの骨子が整い、同年１２月１８日には会社定款を定めるに至った。

　１９７３年２月２０日には、会社設立総会が開催され、併せて第１回取締役会を開催し代表取締役などの

選任が行われ、初代社長に谷伍平北九州市長が就任した。

同年２月２１日、公共機関と民間企業がそれぞれ出資を行い、いわゆる第三セクタ―として「ひびき灘開発

株式会社」は誕生した。

　 ■ 目的

（１）　北九州市民の生活向上と生活環境の改善を図るため、加工型工業の新規立地と
　　　　既存企業の再配置を核に、大型港湾と一体となった インダストリアルパ―クの展
　　　　開を目指して、臨海工業用地の造成を行う。
（２）　北九州市域 および その地先水域から発生する都市廃さい、産業廃棄物、港湾浚
　　　　渫土砂の長期的な埋立処分場を確保する。

　 ■ 事業区域

　 響灘東部地区 １１８７ｈａ 　 響灘西部地区 １４６３ｈａ
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ひびき灘開発株式会社の誕生



２．事業の概要

商　号 ひびき灘開発株式会社

代表者名 代表取締役社長 古川　義彦

環境管理責任者 常務取締役 荒牧　滋美

所在地 本社 北九州市若松区浜町一丁目１８番１号
　 　 響灘事業所 北九州市若松区響町三丁目２９番

日明事業所 北九州市小倉北区西港町９７番３号

認証・登録範囲 　 全部署、全活動

設　立

資本金 １３億６５５０万円 　 (公共５１．１%、民間４８．９%)

株　主 北九州市、福岡県及び民間企業の共同出資による第三セクタ―
　 公共団体 民間企業

　 北九州市 日本製鉄株式会社

福岡県 ＡＧＣ株式会社

三菱ケミカル株式会社

電源開発株式会社

金融機関 日本コークス株式会社

みずほ銀行 出光興産株式会社

福岡銀行 日産自動車株式会社

黒崎播磨株式会社

事業の規模 １９９１年度から２０１９年度まで、単年度黒字を２９年間継続している。

事業収入 （百万円）

純利益 （百万円） 517 690 734 728
従業員数 （人）

経費率 （％）

  

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

事業収入27.9 32.2 29 27.6 26.4 29.2 43.03

純利益 4.84 7.37 5.17 6.9 7.34 7.28 13.95

事業年度 ４月１日～翌年３月３１日

許可等 産業廃棄物処分業、宅地建物取引業

事業内容 ①　産業廃棄物及び土砂等の埋立処分事業
②　土地分譲事業（土地賃貸、土地利活用等を含む）
      産業廃棄物埋め立ての結果として誕生する産業用地の造成とその分譲

 ともに大きな社会的責任を持つ事業であることから、北九州市や福岡県の開発
 計画に呼応した事業推進が特徴で、 北九州市の企業の生産活動を支えると同

時に、地域の発展に寄与することが当社事業展開の基本である。

③　太陽光発電事業
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３．沿革  

当社４６年のあゆみ

１９７３年　　２月 ひびき灘開発株式会社設立

１９７３年　　４月 事業開始

１９８０年　　１月 廃棄物最終処分業の許可取得

１９８０年　　２月 響灘廃棄物処分場の埋立開始（北九州市受託事業）（９８０千㎡）

１９８１年　　３月 日明積出基地から廃棄物の海上輸送開始（北九州市受託事業）

１９８１年　　６月 響灘西部地区の埋立権取得

１９８２年　　５月 響灘西部廃棄物処分場１号地の護岸工事着工

１９８３年　　５月 響灘西部廃棄物処分場１号地の埋立開始（５３７千㎡、５,２３９千㎥）

１９９３年　１０月 響灘西部廃棄物処分場２号地の護岸工事着工

１９９５年　１１月 企業理念「私たちの信条」を制定

１９９５年　１２月 響灘西部廃棄物処分場２号地の埋立開始（３６９千㎡、３,５２０千㎥）

１９９７年　　８月 響灘西部廃棄物処分場３号地の護岸工事着工

１９９８年　　３月 響灘西部廃棄物処分場１号地竣功

１９９８年　１０月 響灘西地区廃棄物処分場の埋立開始（北九州市受託事業）（５７３千㎡）

２００１年　１１月 宅地建物取引業の免許を取得（１号地土地分譲開始）

２００２年　　１月 響灘西部廃棄物処分場３号地の埋立開始（２９４千㎡、３,７８０千㎥）

２００５年　　４月 ひびきコンテナターミナル開港（３９０千㎡）

２００６年　　４月 ISO１４００１認証取得

２００６年　　９月 ひびきポｰトランドＲ－１号倉庫供用開始

２０１１年　　４月 響灘西部廃棄物処分場２号地竣功

２０１３年　　４月 日明積出基地から廃棄物の陸上輸送開始

（北九州市受託事業　海上輸送廃止）

２０１３年　　５月 響灘西部廃棄物処分場３号地北側竣功

２０１３年　　９月 太陽光発電所「ひびきソ―ラ―パワ―」稼働

２０１６年　　５月 響灘西部廃棄物処分場３号地嵩上事業の埋立開始（２９４千㎡、４,７００千㎥）

２０１８年　　９月 ＥＡ２１の認証取得

3

開発・分譲事業関係産業廃棄物処分事業関係沿 革



４．企業理念（私たちの信条）

１９９５年１１月に策定した企業理念「私たちの信条」は、

「会社の経営基本方針」、「社員の行動規範」の２つの要素で構成されている。

　 会社の経営基本方針

　 　　　・　第三セクタ―としての使命感をもち環境創造と先進の都市空間の開発をめざします。

　 　　　・　新たな事業分野に挑戦し、企業の未来を切り開きます。

　 　　　・　地域との交流に努め信頼される企業市民をめざします。

　 社員の行動規範

　 　　　・　進取の精進をもって可能性に挑戦します。

　 　　　・　自己研鑽に努め、能力と人格を磨きます。

　 　　　・　規律を守り、信頼と協力のある職場をつくります。

　 　　　・　お客様に公平・親切に接し、人間味のある仕事をします。

　 　　　・　健全な生活態度を保ち社会的信用を高めます。

５．環境経営方針

私たちは、環境を経営の最重要課題の一つとして位置づけ、環境経営を推進している。

２００５年、環境に関する具体的な考え方を示した「環境経営方針」を定めた。

　 環境経営理念

　 廃棄物処分事業及び土地分譲事業等の取組み、並びに自社用地を活用した太陽光発電事業への参画

などを通じて、環境活動や地域の低炭素化を推進し、持続可能な社会づくりに貢献します。

　 環境経営方針

１． 当社事業に関わる環境関連法規及びその他の環境関連の要求などを明確にし、遵守します。

　

２． 事業活動における省エネルギー、省資源、リサイクルの推進、グリ－ン調達に積極的に取り組み、

環境負荷の低減に努めるとともに、環境汚染の予防を図ります。

３． 廃棄物処分事業における適正な廃棄物の受入管理の徹底に努め、地域環境に配慮した処分場

の運営方法を採用するとともに、長期・安定的な処分場の確保を積極的に推進します。

４． 処分場及びその周辺地域における緑化や 美化活動を積極的に推進し、より良い地域環境の実

現に貢献します。

５． ひびきソ－ラ－パワ-発電事業を通して、二酸化炭素排出量の削減に貢献します。

６． 技術面、経済面を考慮した上で、環境経営方針及び環境経営目標は定期的な見直しを行い、環

境経営システムの継続的な改善を図ります。

７． この環境経営方針を全従業員に周知させるとともに、従業員が環境保全を意識した活動ができる

よう、従業員の教育を行います。

８． この環境経営方針は一般に公開します。

　 　  ２０２０年７月１日

 ひびき灘開発株式会社

　  代表取締役社長　　古川　義彦
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企業理念（私たちの信条）

環境経営方針



６．組織図及び認証・登録範囲 　

　

認証・登録範囲は、以下のとおり。

 本社

　　（４人）

 響灘事業所

　　（１９人） 　 　

 日明事業所

　

  

７．実施体制 　

　

実施体制図は、以下のとおり。 　
　

 
 

　 　

　
　  サイト  サイト  サイト

本社 　　　　本社　

　  部署  部署  部署
　 　 　

　

１　ＥＡ２１を運用し、維持するための経営資源を用意する
２　環境管理責任者の任命
３　全体の取組み状況の評価と見直し、並びに指示等
１　ＥＡ２１を運用し、維持し、経営資源を実践する
２　代表者による全体の評価と見直し・指示に対する報告
３　環境経営目標及び計画等の承認等
１　自部門の環境経営目標及び計画等の確認
２　自部門の環境経営目標の達成状況及び計画の実施状況の承認等
１　自サイトの環境経営目標及び計画等の策定・実施
２　自サイトの環境経営目標の達成状況及び計画の実施状況の確認
３　自部署の社員に対する環境教育の実施等
１　環境管理責任者を補佐し、ＥＡ21活動全般を所管
２　環境活動レポ―トの作成等

１　環境方針及び環境への取り組みの重要性を理解。

２　決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動への参加。

 

環境管理委員会

日明事業所

（７人）

（５２人）

総務課

日明事業所

（２２人）

響灘事業所

環境管理責任者
常務取締役　荒牧滋美

ＥＡ２１事務局
総務課担当係長　船津孝弘

開発企画課

（役員等）

総務部長
細川直樹

EA21事務局

環境推進者

響灘事業所

責任　及び　権限

技術課長
松崎宏光

 部門

日明事業所長
大庭明治

総務課長
大島健吾

響灘事業所
受入管理係長

三井清志

環境推進者環境推進者

開発企画課

開発企画係長
吉田信介

環境推進者

（２３人）

２０２０年４月１日現在

環境管理者
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環境管理統括者
代表取締役社長　古川義彦

役　員 (常勤)

総務部 事業部

役割（職位）

経営管理課

事業部長
堀﨑宏之

全従業員

環境管理統括者
（代表者）

環境管理者

技術課

環境管理責任者

組織図及び認証・登録範囲

実施体制

１．実施体制図

２．役割と責任及び権限



８．ＳＤＧｓとともに

SDGs (Sustainable Development Goals)とは、
２０１５年９月 の国連総会で採択された２０１６
年から２０３０年までの国際目標である。
SDGsは、持続可能な 世界を実現するための
１７のゴール ・１６９のターゲットから 構成され
人類と 地球の繁栄を実現 するための具体的
アクションプランであり、 地球上の 誰一人とし
て取り残さないことを誓っている。
　
ひびき灘開発は社会と協調し、 事業活動等を
通してＳＤＧｓの達成に貢献する。
　

９．産業廃棄物処分事業

 
産業廃棄物処分事業を通して、
以下のSDGsの目標の達成に貢献する。

【取組み事例】
廃棄物処分場は、 北九州市内の生産
活動を支え、経済政策に寄与し、環境
未来都市を目指している  北九州市の
一翼を担っている。

環境経営方針のとおり、廃棄物処分事業における適正な廃棄物の受入管理の徹底に努め、地域環境に
配慮した処分場の運営方法（環境保全対策）を採用し、長期・安定的な処分場の確保を積極的に推進する。

　

直近７年間の搬入量は、以下のとおり。
  　 　　（ﾄﾝ）

産業廃棄物
土砂等

産業廃棄物
土砂等
一般廃棄物

① 自社は、当社独自で産業廃棄物処分場を所有し運営している事業（響灘西部廃棄物処分場）。
② 受託は、北九州市の公共処分場の管理委託を受けている事業（北九州市響灘西地区廃棄物処分場）。

　
自社の種類別内訳は、以下のとおり。

　 種類別
 ### ### 2015 2016 2017 2018 2019 　 土砂等
自社 267 330 267 260 232 265 375 　 鉱さい
受託 155 160 150 128 133 150 184 　 ガラス・陶磁器

　 がれき類
　 汚泥
　 燃えがら等

計
　 　

土砂等
鉱さい
ガラス・陶磁器
がれき類
汚泥
燃えがら等

2015年度 2017年度
196,159

2018年度
222,762

44,807

14,371

319,394220,638

62,825

9,642

2016年度

112,662

8,908

232,404 375,129
82,330

125,609

14,371

235,902

259,941

64,03867,873
8,129 7,653

25,051
330,482

8,789

266,909

2014年度

63,782
266,786

241,858

計

計

81,52479,993 54,77784,014

132,761

自
社

227,852
2013年度区分

③大気・水質・土壌環境等の保全⑧企業の生産活動を支え雇用の創出に寄与
⑪適正な廃棄物の受入管理、嵩上げ土堰堤の緑化、大気・水質・土壌環境等の保全
⑭余水の適正処理⑮嵩上げ土堰堤の緑化
⑰北九州市等との連携、環境経営レポ－トの公表、全国廃棄物処理公社との定期的
な会合等

94,581

2019年度

55,735
265,445

38,935

55,735

6

375,129

112,662
19,326

搬入量 トン

149,990
415,435365,165 559,409

154,943 184,280

109,278

64,238
159,540 127,604

合計
149,865

受
託

490,022421,729

66,821
550

66,094

47,426

65,393

375,129

416,774

55,735

19,326

3,422

125,609

387,545

2,948

47,426

69,386

0

100

200

300

400

500

600

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

自社 受託搬入量千トン

ＳＤＧｓとともに

産業廃棄物処分事業

１．搬入量

15%

33%

13%
4%

30%

5%

土砂等 鉱さい ガラス・陶磁器

がれき類 汚泥 燃えがら等



　

適正な廃棄物の受入管理は、以下のとおり。
　
事前審査・契約
① 搬入予定量（月別）、発生工程図、分析試験結果及び性状等の確認を行う。
② 必要に応じて、現地踏査等を行う。
　 　

受入時確認
　 ③ 計量員が目視検査で、受入基準（個別基準）に適合しているか確認を行う。

④ マニュフェストの記載内容の確認を行う。
（排出者、産業廃棄物の種類、数量、運搬業者など）

　 自社処分場
　 　　目視チェックの様子    マニフェストを確認している様子
　

⑤ 必要に応じて、積荷展開検査で、受入基準（個別基準）に適合しているか確認を行う。
　 （搬入したダンプトラックの積荷を確認するため、所定の場所で降ろさせ受入基準に適合しているか検査

を行う。）

積荷展開検査実績 　 　
　

響灘西部廃棄物処分場
　 響灘西地区廃棄物処分場

日明積出基地

⑥ 必要に応じて、抜取検査で、受入基準（判定基準）に適合しているか確認を行う。
（搬入したダンプトラックの積荷を確認するため、所定の場所で降ろさせ分析検査を行う。）

抜取検査実績 　 　

響灘西部廃棄物処分場
響灘西地区廃棄物処分場
日明積出基地

　　　　　　　　展開検査の様子 　
　　　　　　　　展開検査の様子 　 　　　　　　抜取検査の様子

⑦ 所定の 埋立場所に ダンプアップ
された 廃棄物 は、バックホウ や
ブルドｰザ―などの重機を使って
敷き均し、締固めや盛土を行う。
　
　
　

　 　　ダンプアップの様子
⑧ 契約内容の再確認（随時）
　 産業廃棄物処分契約締結事業者を訪問し、発生工程等の再調査を行う。

覆土
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101
100

109

埋立処分

115

２０１９年度２０１６年度 ２０１７年度
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抜取検査

　

500

500 500

２０１５年度

500

19
95

23 22

２０１８年度

500 500

103
121

契約内容の
再確認
（随時）
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（検体／年）

　
500500

500

２０１５年度 ２０１９年度

500

24

500

２０１８年度

22

２０１６年度
（検体／年）

108
69

500500
500

積荷展開検査

事前審査

受入時確認

契約

500

２．適正な廃棄物の受入管理



　

処分場は安全性を確保し、地域の方々が安心して暮らすことのできる環境を保つことが重要です。
そのため、以下の環境保全対策を行う。
（１） 粉塵対策 　

散水車及びロ－ドスイ－パ－を常時運転し、粉塵の発生を抑制するなど、必要な環境監視を行う。
嵩上げ土堰堤についても適宜緑化を行う。
① 飛散抑制作業

a. 散水車を使用して、路上散水を行う。
b. ロードスイ―パ―車を使用して、路面に付着した粉塵の掃き込みを行う。
ｃ 造成後の仕上面に、スラグの敷き均しを行う。

② 降下ばいじん量による監視
a. ５点の定点観測で、降下ばいじん量の測定を毎月行う。 　

　 　　散水作業の様子 　　　降下ばいじん量の監視 　 　嵩上げ土堰堤の緑化

（２） 排水処理施設等からの放流水管理
降雨等で処分場内に発生する余水は、排水処理施設にて排水基準を満たす水質に処理し、
外海又は下水道に放流する。また、場内には集中豪雨にも対応可能な調整池を整備している。
　

  　排水処理施設の外観 　　　　　　　　　　　　　　　 排水処理フロ―

　
調整池の面積、貯水容量

面積
全体 　約４４．０００㎡

　 底面積 　約３０．０００㎡ 　  
　 貯水容量 　約９０，０００㎥

　 調整池の外観
（３） 洗車プ―ル  

廃棄物運搬車両は、退出時に洗車プールで
タイヤの汚れを落とし、 廃棄物を場外に持ち
出さないようにしている。
　

 　　　　  洗車プ－ル
（４） 維持管理状況の開示

ホ―ムページに響灘西部廃棄物処分場の維持管理及び受入状況に関する情報の公表を行う。
産業廃棄物処理施設の維持管理状況を公表しなければならない（廃掃法第１５条の２の３）

① 埋立処分量実績 ④ 廃棄物展開検査の記録
② 排水処理施設の放流水水質分析結果 ⑤ 廃棄物抜取検査の記録
③ 処分場の施設点検記録
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嵩上事業
　

響灘西部廃棄物処分場３号地を活用した長期安定的な処分場を確保し、効率的効果的で安全・安心な
嵩上事業を行う。

■ 事業概要

面積 約２９．４ｈａ
嵩上構造 高さ３０ｍ、平均法勾配（１：３）の台形状の嵩上盛土
埋立容量 約８００万トン（約４７０万㎥）
事業期間 ２０１６年度～
総事業費（うち新規工事） 約１３０億円（約８０億円）

■ 環境・安全に配慮した廃棄物処分場

（１）　これまでの水中部の埋立と異なり、陸上部の盛土となることから、これまで以上のこれまでの水中部の埋立と異なり、陸上部の盛土となることから、これまで以上の
　  　 環境監視体制を構築し、公害の防止および周辺環境の保全に努める。環境監視体制を構築し、公害の防止および周辺環境の保全に努める。
（２）　嵩上盛土の安定・安全を図った平均法勾配（１：３）とする。嵩上盛土の安定・安全を図った平均法勾配（１：３）とする。
（３）　土堰堤による埋立地内部と外周部の分離を行うと共に、土堰堤部の植栽等の環土堰堤による埋立地内部と 外周部の分離を行うと共に、土堰堤部の植栽等の環

境整備備を行う。
（４）　埋立地の浸出水は集水し、公共下水道へ放流する。また、雨水についても監視埋立地の浸出水は集水し、公共下水道へ放流する。また、雨水についても監視を

行いながら放流し、周辺海域の汚濁防止に努める。
（５）　現在考えられる最大規模の地震に対して、既設の護岸や嵩上盛土の安全性を確現在考えられる最大規模の地震に対して、既設の護岸や嵩上盛土の安全性を確
　　　　認し安全・安心な廃棄物処分場を建設する。認し安全・安心な廃棄物処分場を建設する。

　 　

　  　既存の遮水壁補強工事    　土堰堤の背面に遮水シ－ト設置

２段目の土堰堤を築造し、あとは
同じ作業を１２段まで繰り返す

　

嵩上完了後は、 憩いの場としての機能など
幅広い視点でその活用方法を検討している。
　 　  

　

将来のイメ－ジ図
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    集排水管の敷設

嵩上げ断面図

４．長期・安定的な処分場

５．将来の土地利用イメ－ジ



　

開発・分譲事業を通して、
以下のSDGsの目標の達成に貢献する。
  

【取組み事例】
北九州市に 新しい企業活動を起こし、 　

活力のある文化、 社会活動を可能に
することができ、物流拠点都市を目指
している北九州市の一翼を担っている。

　

アジアを中心とした諸外国と九州を結ぶ玄関口、響灘地区は、若戸大橋や若戸トンネルなどのインフラ
整備も進み、更なる地域発展が期待されている。
この響灘地区に当社が造成した分譲地がある。
分譲地に隣接する 「ひびきコンテナタ―ミナル」は、１５ｍの大水深岸壁を擁し、上海や大連までは、約
１０００ｋｍで東京までと同程度という絶好の位置にある。

　 　　環黄海圏 　　　　北九州市 　　ひびきコンテナタ―ミナル

　　　４つのメリット

 

「グリ―ンアジア国際戦略総合特区」・「環境未来都市」に指定された北九州市の港湾物流施設用地です。
また、北九州市は、洋上風力発電やバイオマス発電など、エネルギ―関連産業の集積を進めている。

　 　 　  
　

所　在　地 北九州市若松区響灘三丁目１番
開発行為許可番号
　 北九州市指定建都指宅（市）

第１３―３６号
分譲方法 公募分譲（随時）
地　　　目 雑種地
用途地域 準工業地域　（臨港地区、商港区）
土地利用計画 港湾関連用地、ふ頭用地
分譲対象者 運輸業、港運業、船社、貿易会社及び
　 一定の利便施設を営むもの
建ぺい率及び容積率 建ぺい率　　　６０％

容積率　　　２００％
ユ―ティリティ― 用水 上水道　：　北九州市

排水 下水道　：　無　（浄化槽設置要）
雨水排水 前面道路に雨水配水管完備
電力 特別高圧（２２ｋｖ）高圧（６．６ｋｖ）
ガス プロパンガス 　　　　 分　譲　地

宅地建物取引業免許番号
　 福岡県知事（４）第１４５２８号
取引態様 売主

大型港湾施設
の背後地

❶

平成14年4月1日

賃貸用地として
も利用化

❹

２１，０００円／㎡
からの

安価な用地

変化する事業内容への対
応、一時的な搬入物の置
場や倉庫として最適な賃
貸用地。

最適な用地が安価で確保
できることで、初期投資を
抑えコストの削減が可能。

❸

港湾施設のほか、２４時
間運用可能な北九州空
港、鉄道貨物ターミナル、
高速道路網など迅速な物
流が可能。アジアと繋が
る最適な物流拠点。

大型船の寄港に適した水
深―１５ｍの岸壁を有す
るひびきコンテナタ－ミナ
ルの背後地。

❷
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多機能で便利な
交通インフラ

⑦ひびきソ－ラ－パワ－発電によるエネルギー供給
⑧企業誘致で雇用創出
⑨風力発電関連企業の誘致など地域エネルギー拠点化の推進
⑬ひびきソ－ラ－パワ－発電事業のＣＯ2排出抑制効果
⑰北九州市等との連携

開発・分譲事業

１．大型港湾施設の背後地に位置する港湾物流拠点用地

２．分譲地の概要



　

区画 区画

① ⑱
② ⑲
⑥ ⑳
⑦ ㉑
⑧ ㉖
⑨ ㉗
⑩ ㉘
⑬ ㉙

　

　  　ひびきコンテナターミナル

　 　水深 －１５ｍ　２バ－ス

（１） 主な分譲実績  －１０ｍ　２バ－ス（在来）

２００４年 ７月 コンビニエンスストア開業 　岸壁 ７００ｍ（３５０ｍ×２）

２００７年 １１月 ㈱エコマテリアル操業開始 　ガントリークレーン オ－バ－パナマックス　３基

２００８年 ９月 大和ハウス工業㈱操業開始 　ターミナル面積 ３９ha

２００９年 １月 ㈱ミクニテック操業開始
２０１３年 ９月 鶴丸海運㈱操業開始

（２） ひびきポ－トランドＲ・１号倉庫（賃貸）
ひびきコンテナターミナルに隣接して、コンテナ
貨物等の保管や仕分けに使用する貨物倉庫。
　
２０１６年 ９月 供用開始
所　在　地 北九州市若松区響町三丁目１―２５
仕　　　様 平屋建高床式
敷地面積 約　１８，０００㎡
延床面積 約　　３，３００㎡ 　  

（約３３ｍ×１００ｍ）  

　
　 　

処分場跡地の有効活用及び再生可能エネルギ－の利用促進を目的として、太陽光発電事業を行う。
ひびきソ－ラ－パワ－で発電した電力は、九州電力㈱へ売電している。
その電力は、発電の際にCO2を発生しないため、CO2の排出量を抑制したと考えることができる。

２０１３年 ９月 稼働開始
発電規模 　１，９９０ｋｗ
敷地面積 ３１，０００㎡
太陽光パネル 　８，００８枚

九州電力㈱への売電量及びCO2排出抑制効果は、
以下のとおり。

  

　

 　 　 　

　

CO2排出抑制効果は、表示に関する業界自主ル－ル(平成２２年度)太陽光発電協会太陽光発電技術研
究組合の0.3145ｋｇ-CO2/kWhを用いた。

　 　

55,000

年度

7,720
8,810

8,800
7,970

4,120
3,910

分譲価格
円/㎡

2015

面積
㎡

2,393,030

CO2排出抑制効果

-820,521

（kWh）

2,571,070 -808,601

売電量

2016

2,596,070

11

2019

2,608,970

3,770

2,612,080

21,800

4,150

8,810

4,490

7,680

35,000

23,700

21,800 29,000

35,000

2014

　

-816,464

2,582,360

2018

 Ｒ・１号倉庫の外観

-812,1522017

(kｇ-CO2)

面積
㎡

8,810

21,000

-821,499

-752,607

分譲価格
円/㎡

 ひびきソ－ラ－パワ－の外観

３．分譲価格等

４．分譲実績等

５．ひびきソ－ラ－パワ－発電事業



　 　

環境負荷の低減活動を推進し維持していくことは、

以下のSDGsの目標の達成に貢献する。

【取組み事例】
　

 
　

　
施設名 ひびき灘開発株式会社　本社
所在地 北九州市若松区浜町一丁目18番1号
従業員 　２３人
床面積 ８４２㎡

　 　  

評価

○

○

-

-

○

○

水使用量削減 ○

○

○

○
備考） ①産業廃棄物の排出はない。

②化学物質の使用はない。

③自らが生産・販売・提供する製品はない。

④電力のCO2排出係数(基準年度)は、

　 ２０１６年度調整後の㈱エネット０．４４１（kg-CO2/kWh）、九州電力㈱０．４８３（kg-CO2/kWh）を用いた。

⑤電力のCO2排出係数（２０１９年度以降）は、

　 ２０１８年度調整後の㈱エネット０．４４２（kg-CO2/kWh）、九州電力㈱０．４６３　（kg-CO2/kWh）を用いた。

⑥都市ガスのCO2排出係数及び単位発熱量は、

　それぞれ西部ガス㈱の２０１６年度０．０５０９（kg-CO2/kWh）及び４５．０（MJ/Nm3）を用いた。

⑦評価は、目標達成ならば　○　目標未達成ならば　×

65,500

㎥

二酸化炭素排出量削減

単位

九州電力㈱

処分場見学会の実施

-

-㈱エネット

57,555

2

㎥

ガソリン使用量削
減

21,783

ｋＷｈ

ｋｇ-ＣＯ2

電力使用量削減 66,168ｋＷｈ

-

32

261

1 1

2

3

230

回/年

回/年

本社周辺の清掃

都市ガス使用量削
減 40

地元漁協への清掃活動
協力

12

2

2,400

ｋＷｈ

1回/週

35,188

215 220

2,015リットル

66,210

35,705

２０２２年度２０２０年度 ２０２１年度

--

2,600

3

環境経営目標

69,485

2,961

32

2,500

17 36 34

2,784

目標 実績

中長期目標

38,008

④処分場見学会の実施⑥水資源の効率的な利用
⑦エネルギーの効率的な利用
⑪清掃活動の実施、積荷展開検査の実施
⑫資源の効率的な利用、廃棄物のリサイクル
⑬気候変動に対する適応への取組み
⑭地元漁協への海岸清掃活動協力
⑰地域との人的ネットワ－クの形成

２０１６年度
（基準年度）

44,385

8,655

-

35,145

64,800

-

36,264

２０１９年度

38,423

64,100

32

2

275

2

1

240

2 3

1 1

2

-

環境活動の状況（サイト別）

１．本社



（１）

 

 

　　 2016 2017 2018 2019

　　 38008 39271 38661 35188

　

（２）

 2016 2017 2018 2019

#### #### #### ####

　 　
　 　 本年度の取組内容

　 　 ① 電灯を蛍光灯からLED照明に取り替え。
　 　 ② 不要照明の消灯。

　 　 ③ 勤務前・昼間の消灯。

　 　 ④ エアコンの季節に応じた温度設定。

⑤ ノー残業デーの励行(週1回)。

　 　 ⑥ 照明設備の点検。

　 　 ⑦ ブラインドによる日射遮蔽。 　 　 　 　

⑧ ク－ル・ビズの励行。

　 　 ⑨ エコ標語の募集。  

 

評価　(環境管理者)
要因は、全ての電灯をＬＥＤ照明に取り替えたことと 不要照明の消灯及びエアコンの季

節に応じた温度設定などの取組みを行ったことによるもの。

次年度の取組内容　　(環境推進者)
今年度と同様に、不要照明の点灯、勤務前・昼間の消灯、季節に応じたエアコン温度の

調整、ノー残業デーの励行(週1回)や照明設備の点検などの取り組みを継続して行う。

　
 
　
全ての電灯を蛍光灯
（２１８本）からLED照
明（１１０本）に取り替 　
えた。
（２０１９年１１月） 　 　

　
　 LED照明に取替え作業中

◎

66,210kWh

〇

38,008kg-CO2

69,485kWh

66,168kWh

13

◎

〇

達成状況

35,188kg-CO2

66,210kWh

38,423kg-CO2

◎

35,188kg-CO2

◎

◎

LED照明に取替え後

〇

◎

34000

36000

38000

40000

2016 2017 2018 2019

ＣＯ2排出量の推移kg-CO2

環境パフォーマンス ①

電力使用量削減

２０１６年度

（基準年度）

２０１９年度

（実績）

２０１９年度
（目標）

２０１９年度
（実績）

ＣＯ2 排出量

電力使用量

８％削減

２０１９年度
（目標）

２０１９年度
（実績）

２０１６年度
（基準年度）

２０１９年度
（実績）

７％削減

５％削減

60000

65000

70000

75000

2016 2017 2018 2019

電力使用量の推移kWh

微増

環境パフォーマンス①を参照

エコ標語 入選作品
「捨てないで 創意と工夫で 再利用」

評価基準
◎ 非常に良くできた
〇 良くできた
△ どちらでもない
× できなかった



（３） （社有車　６台）

2016 2017 2018 2019

### ### ### ###

　 　 　 　

　 　 本年度の取組内容

　 　 ① エコ運転及びアイドリングストップの励行。

　 ② 低燃費車両から優先して使用。

　 　 ③ 同一移動先への相乗り励行。

評価　(環境管理者)

要因は、低燃費車両から優先して使用したことと エコ運転など社員のエコ意識が高ま

ったことによるもの。

次年度の取組内容　　(環境推進者)
今年度と同様に、低燃費車両から優先して使用するとともにエコ運転及びアイドリング

ストップの励行などの取り組みを継続して行う。

　

　 　

初度登録から５年以上１３年以下を経過した６台の車両を全て低燃費の新車に入れ替えた。
　 　 （２０１６年度）

（４）

2016 2017 2018 2019

275 283 224 215

　 　 　 　

本年度の取組内容

① 蛇口付近への節水表示。

② 水道水の適正使用。

③ 漏水のチェック。

評価　(環境管理者)
要因は、社員一人ひとりの節水意識が高まったことによるもの。

次年度の取組内容　　(環境推進者)
今年度と同様に、節水の注意喚起を行うとともに、漏水チェックを随時行う。

　

◎

2,784リットル

2,961リットル

275㎥

261㎥ 215㎥

2,015リットル

達成状況

2,015リットル

◎

◎

◎

◎

215㎥

◎

14

達成状況

150

200

250

300

2016 2017 2018 2019

水使用量の推移㎥

ガソリン使用量削減

ガソリン使用量

２０１９年度
（目標）

２０１９年度
（実績）

２０１６年度
（基準年度）

２０１９年度
（実績）

２８％削減

３２％削減 1800

2300

2800

3300

2016 2017 2018 2019

ガソリン使用量の推移ﾘｯﾄﾙ

水使用量

２０１９年度
（目標）

２０１９年度
（実績）

２０１６年度
（基準年度）

２０１９年度
（実績）

１８％削減

２２％削減

環境パフォーマンス ②



（５）

　 　

本社周辺の清掃活動を週１回行う。（１９９７年度より継続して実施している。）
　

本年度の取組内容

計画（班分け、スケジュ―ル等）の作成と周知

の徹底。

　

評価　(環境管理者)
毎週月曜日の朝の恒例作業として定着している。

要因は、計画の作成と周知が徹底したことによるもの。

次年度の取組内容　　(環境推進者)
今年度と同様に、計画を早めに作成し関係者に周知徹底を図る。

（６）

　 脇之浦漁港及び脇田漁港の清掃活動にそれぞれ年１回参加・協力し、地域の方々との交流

を行う。（２００５年度より継続して実施している。）

　

本年度の取組内容

① 計画の作成と周知の徹底。

評価　(環境管理者)
要因は、計画を早めに作成し関係者に周知したことによるもの。

次年度の取組内容　　(環境推進者)
今年度と同様に、計画を早めに作成し関係者に周知徹底を図る。

　 (７月９日実施) 　 　

海岸には ポイ捨てされた空き缶、 使用済み花火などが散乱し

ていて、特に海からの漂流物の中でも、 細かくなった プラスチ

ックがたくさんあり、回収にひと苦労しました。 昨今問題になっ

ているマイクロプラスチックと 思いながらも、 海水浴を 安全に

楽しんでもらうため、黙々と作業を続け綺麗な海岸となりました。

　

　
当日は夏の暑さも和らいでおり、 当社他、 漁業組合の皆さんも集結し、これでもかと伸び切っ

た雑草もあれよあれよと少なくなっていきました。この日は奇跡がおきました。草刈り終盤に近

付いたころ、Ｋさんの頭上に漁協の主とも思しきカマキリが乗っていたのです。 Ｋさんは、主が

乗っていることも気づかず、黙々と作業をされていました。この日の作業が安全に済んだのも、

主が見守っていてくれていたためかもしれません。漁港周り一体がスッキリとして、気分も晴れ

れやかでした。今後も漁協の皆様との地域交流を通して、響灘地区一体の環境整備に努めて

いきましょう。 　

清掃活動の様子

①

(８月２４日実施)

脇田海岸清掃活動の様子

◎

達成状況

達成状況

◎

15

　

　

エピソード（脇田海岸清掃）

エピソード（脇之浦海岸清掃）

本社周辺の清掃

目標どおり実施（週１回）

地元漁協への清掃活動協力

目標どおり実施（年２回）



（７）

見学会は、一般市民を対象にしたものを年１回、地元住民を対象にしたものを年２回行う。
　
本年度の取組内容
① 計画の作成と周知の徹底。
② 北九州市政だよりで募集
③ 安全対策の確保。

評価　(環境管理者)
要因は、集客できる計画を作成し北九州市政だよりで募集した
ことによるもの。

次年度の取組内容　　(環境推進者)
毎年、夏休み期間中に実施している一般市民を対象にした処分
場見学会は、 新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため中止に 　

した。
なお、地元住民を対象にしたものは、新型コロナウイルスの感染
が収束してから実施する予定。

　

　 　 (８月８日実施)

バスツアー「追跡！ゴミのゆくえ」と題し、一般市民の方を対象とした処分場見学会を実施しま

した。開催日直前には台風が相次ぎ、影響が心配されましたが当日は好天に恵まれ、夏休み

中の小学生を中心に、保護者を含む３４名の方々に参加していただきました。

ツアーは、家庭から出たゴミはその後どのように処分されるのか、実際の工程を見学してみよ

う！という企画です。 まず日明焼却工場、かんびん資源化センターで収集されたゴミの分別・

処理工程を見学し、続いて北九州市エコタウンセンターでリサイクルの仕組みについて学びま

した。そして最後に当社響灘事業所において、最終処分されるゴミについて、また当社の嵩上

げ事業について説明を受け、その後実際に処分場内を見学しました。

見学者の方からは、 「処分場の広さに驚いた」 「処分場に対して抱いていたイメ－ジと実際の

処分場の姿とのギャップに驚いた、実情を知って安心した」 「ゴミについて考えるいい機会とな

った」とのお声がありました。見学会終了後には、ちょうど見頃を迎えた響灘事業所のひまわり

をお土産として持って帰っていただきました。 　

　 　 (１１月１５日実施)

地元自治会の方を対象とした処分場見学会を実施しました。今回は２１名の参加がありました。

まず響灘事業所において、事業概要、嵩上げ事業概要、埋立の進捗状況や環境保全対策など

について資料を用いて説明を行い、その後実際に処分場内を見学していただきました。

当社の事業は地域の方々のご理解、ご協力の上に成り立っていることを再認識し、今後も安全

安心な処分場として環境保全対策を徹底し、情報発信に努めたいと思いました。

地域住民見学会の様子

〇

16

◎

一般市民見学会の様子

◎

一般市民見学会の様子

達成状況

環境コミュニケーション（一般市民を対象にした見学会）

環境コミュニケーション（地域住民を対象にした見学会）

処分場見学会の実施

目標どおり実施（年３回）



　

施設名 ひびき灘開発株式会社　響灘事業所
所在地 北九州市若松区響町三丁目２９番
従業員 　 　２２人
床面積 　 ４１３㎡

当社では、響灘西部廃棄物処分場を所有し運営している。
また、北九州市の北九州市響灘西地区廃棄物処分場の管理
委託を受けている。 
処分場内は、  排水処理施設、 粉塵対策、  緑化活動により、
常に地域や社会全体の環境を守るよう努めている。

■ 響灘西部廃棄物処分場　（自社事業）
北九州市内の大企業及び、当社出資企業から発生する
産業廃棄物などを受け入れている。

  
計量施設 ４０トン型 トラックスケール ２基
排水処理施設 処理能力　３００㎥ （凝集沈殿、
 　 ハイポ法、砂濾過、活性炭吸着）
抜取検査ヤード １０基  
揚陸岸壁 岸壁延長２４０ｍ、 水深５．５ｍ

■ 北九州市響灘西地区廃棄物処分場　（受託事業）
北九州市内の中小企業から発生する産業廃棄物及び
一般廃棄物などを受け入れている。

排水処理施設 処理能力　１７０㎥
（生物処理、凝集沈殿、砂濾過、
　活性炭吸着）
　

　 　 　

評価

〇

〇

-

-

×

×

水使用量削減 ×

産業廃棄物排出量削減 ×

〇

〇

〇
備考） ①化学物質の使用はない。

②自らが生産・販売・提供する製品はない。  
③電力のCO2排出係数(基準年度)は、

　２０１６年度調整後の㈱北九州 パワ－０．１２８（kg-CO2/kWh）、

　 九州電力㈱０．４８３（kg-CO2/kWh）を用いた。

④電力のCO2排出係数(２０１９年度以降)は、

 　２０１８年度調整後の㈱北九州パワ－０．０３８（kg-CO2 /kWh）、

　 九州電力㈱０．４６３　（kg-CO2/kWh）を用いた。

⑤評価は、目標達成ならば　○　目標未達成ならば　×

7,641

リットル

響灘西部廃棄
物処分場

九州電力㈱

263,010

ｋｇ

3,130

㎥

ガソリン使用量削
減

ｋＷｈ
㈱北九州
パワ-

㎥

3,130

検体数/年

回/年

500

44,433

36

ｋＷｈ -

44

２０１９年度

31,638

2,010

11,170

17

7,641

廃棄物の受
入管理強化
積荷展開検
査

-

242,880

25,720

実績

２０１６年度
（基準年度） ２０２０年度目標

37,173

18,444

-228,386

246,000304,369

62,614

246,830

31,948

中長期目標
２０２１年度

31,332

-

3,605

239,805

3,130

307,443電力使用量削減

単位

二酸化炭素排出量削減

ｋＷｈ

ｋｇ-ＣＯ2

48

500

48

ＬＰＧ使用量削減

-

環境経営目標
２０２２年度

-

1,900

-

1,900

36

7,641

3636

3,130 3,130

-

1,900

7,641

500

500

1,900 1,900

4824

7,641

事業者周辺の清掃

響灘西地区廃
棄物処分場

36

48

500

48

500

500

500500

500検体数/年 500500

２．響灘事業所



（１）

 

 

### ### ### ###
#### #### #### ####

　　
　　

（２）

2016 2017 2018 2019

 3E+05 3E+05 2E+05 2E+05

　 　
　 本年度の取組内容
　 外周水路を設置し、雨水が余水に入らないよ

うに整備した。これにより、処理する余水量が
減り、排水処理施設の稼働時間が減った。

　 ② 不要照明の消灯。
　 ③ 勤務前・昼間の消灯。
　 ④ エアコンの季節に応じた温度設定。

⑤ ノー残業デーの励行(週1回)。
⑥ 照明設備の点検。
⑦ ク－ル・ビズの励行。

評価　(環境管理者)
要因は、外周水路の設置により排水処理施設の稼働が減ったことと不要照明の消灯及
びエアコンの季節に応じた温度設定などの取組みを行ったことによるもの。

次年度の取組内容　　(環境推進者)

事業所に太陽光パネルと蓄電池を設置する予定。（予算１，０００万円計上）
今年度と同様に、不要照明の点灯、勤務前・昼間の消灯、季節に応じたエアコン温度の
調整、ノ―残業デーの励行(週1回)、照明設備の点検などの取り組みを継続して行う。

307,443kWh

304,369kWh

〇

37,173kg-CO2 25,720kg-CO2

62,614kg-CO2

〇

246,830kWh

〇

246,830kWh

◎

達成状況

25,720kg-CO2

①

〇
◎
◎
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電力使用量の推移kWh

0

40000

80000

120000

2016 2017 2018 2019

ＣＯ2排出量の推移kg-CO2

２０１６年度
（基準年度）

２０１９年度

（実績）

２０１９年度
（目標）

２０１９年度
（実績）

ＣＯ2 排出量

３１％削減

５９％削減

電力使用

２０１９年度
（目標）

２０１９年度
（実績）

２０１６年度
（基準年度）

２０１９年度
（実績）

１９％削減

２０％削減

環境パフォーマンス③を参照

新電力会社 ㈱北九州パワ－のＣＯ2排出係数が大幅に改善した。

２０１８年度調整後 0.038kg-CO2/kWh
２０１６年度調整後 0.128kg-CO2/kWh

評価基準
◎ 非常に良くできた
〇 良くできた
△ どちらでもない
× できなかった



　

　 （２０１９年度）

排水処理施設（自社事業分）の電力使用量は、 響灘事業所全体の約３割を占めている。 これま

では、  雨水を含めた余水を排水処理施設で処理していたが、  ２０２０年２月までに、  外周水路

（内幅2.8ｍ×内高2.3ｍ　延長約1900ｍ）を設置し雨水が余水に入らないように整備した。これに

よって、雨水が回収でき処理する余水量が減り、電力使用量（施設の稼働時間）の削減を行う。

また、水使用量の大半は粉塵防止対策用の散水で使用する水である。 この回収した雨水を散水

に使用し水使用量の削減を行う。　  

   

　　　　外周水路設置工事の様子 完成後の外周水路（給水ポンプ設置） 　   雨水を散水車に給水している様子

　
電灯を蛍光灯からLED照明に取り替えた。 （２０１５年度）  
　但し、使用頻度の少ない会議室等を除く。
エアコン１８台のうち、
　会議室、第２計量室の各１台を買い替え。 （２０１６年度）

　会議室、守衛室の各１台を買い替え。 （２０１５年度）

　響灘事業所の増築時、新規に７台を取付け。 （２０１４年度）

　響灘西部排水処理施設の１台を買い替え。 （２０１４年度）

　第１計量室の１台を取り替え。 （２０１３年度）

（３） （社有車　４台、場内車　５台）

### ### ### ###
3130 3673 3843 3605

本年度の取組内容
① エコ運転及びアイドリングストップの励行。
② 低燃費車両から優先して使用。
③ 同一移動先への相乗り励行。

評価　(環境管理者)
要因は、処分場管理や廃棄物の現地確認等により社有車の使用頻度が増えたことによ
るもの。課題は、場内車の燃費を改善すること。

次年度の取組内容　　(環境推進者)
今年度と同様に、低燃費車両から優先して使用するとともにエコ運転及びアイドリングス
トップの励行などの取り組みを継続して行う。
 

3,130リットル

達成状況

〇

3,130リットル

3,605リットル

〇

〇

3,605リットル
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3000

3300

3600

3900

2016 2017 2018 2019

ガソリン使用量の推移ﾘｯﾄﾙ

ガソリン使用量

２０１９年度
（目標）

２０１９年度
（実績）

２０１６年度
（基準年度）

２０１９年度
（実績）

１５％増加

１５％増加

電力使用量削減 水使用量削減環境パフォーマンス ③

環境パフォーマンス ④ 電力使用量削減
環境保全対策

（１） 粉塵対策 （８ｐ）を参照



　 　

社有車４台にうち、初度登録から５年以上１２年以下を経過した３台の車両を低燃費の新車に
入れ替えた。（２０１６年度）

（４）

### ### ### ###
### ### #### ####

　 　 　 　

  
本年度の取組内容

① 外周水路に溜まった雨水を散水用に使用。
② 水道水の適正使用。

③ 漏水のチェック。

評価　(環境管理者)
要因は、水使用量の大半は、粉塵対策用の散水で使用する水である。

風に煽られた廃棄物の飛散防止対策として、廃棄物搬入車両及び工事車両の運行に

伴い発生する粉塵防止対策として散水を行っているが、 本年度は特に工事発注件数

が多かったため粉塵対策を強化したことと、また、緑地整備のため潅水を行ったことに

よるもの。

次年度の取組内容　　(環境推進者)

外周水路に溜まった雨水を散水用に使用する。
今年度と同様に、節水の注意喚起を行うとともに、漏水チェックを

随時行う。  

（５）

### ### ### ###
### ### 1620 2010

本年度の取組内容

① 環境に配慮した製品の購入。

② 破損したものを修理・再利用

③ 資源ごみの分別回収。

達成状況

1,900kg

11,170㎥

達成状況

11,170㎥

◎

2,010kg

◎

7,641㎥

1,900kg

〇

〇

2,010kg
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7,641㎥

〇

〇
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ガソリン使用量削減

水使用量

２０１９年度
（目標）

２０１９年度
（実績）

２０１６年度
（基準年度）

２０１９年度
（実績）

４６％増加

４６％増加

産業廃棄物排出量

２０１９年度
（目標）

２０１９年度
（実績）

２０１６年度
（基準年度）

２０１９年度
（実績）

６％増加

６％増加 1000

1400

1800

2200

2016 2017 2018 2019

廃棄物排出量の推移kg

環境パフォーマンス ⑤

環境パフォーマンス③を参照

環境保全対策

（１） 粉塵対策 （８ｐ）

を参照



評価　(環境管理者)
要因は、破損したものを修理し再利用したことによるもの。

 

次年度の取組内容　　(環境推進者)

３Ｒ活動の推進を図る。

（６）

　 　

事業所周辺や取付道路の清掃活動を週１回行う。

　

本年度の取組内容

地域清掃計画（班分け、スケジュ―ル等）の作成

と周知の徹底。

評価　(環境管理者)
要因は、計画の作成と周知が徹底したことによるもの。

次年度の取組内容　　(環境推進者)
今年度と同様に、計画を早めに作成し関係者に周知徹底を図る。

（７）

　 　

搬入したダンプトラックの積荷を確認するため、所定の場所で降ろさせ受入基準に適合してい

るか検査を行う。

　

本年度の取組内容

① 手順の周知と教育。

評価　(環境管理者)
要因は、計画の作成と周知が徹底したことによるもの。

 

次年度の取組内容　　(環境推進者)
今年度と同様に、計画を作成し関係者に周知徹底を図る。 　　　積荷展開検査の様子

 

清掃活動の様子

◎

達成状況

達成状況

◎

21

①

事業所周辺の清掃

目標どおり実施（週１回）

積荷展開検査

目標どおり実施
響灘西部廃棄物処分場 （年５００検体）
北九州市響灘西地区廃棄物処分場 （年５００検体）

適正な廃棄物の受入管理

（７ｐ）を参照



　 　

　
施設名 北九州市日明積出基地
所在地 　 北九州市小倉北区西港町９７番３号
従業員 　 　　７人

 床面積 　 ２１６㎡
 
北九州市東地区の 一般家庭や中小企業に 利便性を供給
するため、中継基地（日明積出基地）で一般廃棄物や産業
廃棄物を受け入れ、北九州市響灘西地区廃棄物処分場ま
で輸送する。
　
計量施設 ３０トン型トラックスケール２基
ストックヤ―ド面積 ２，１６０㎡

評価

〇

〇

×

〇

水使用量削減 〇

〇
備考） ①産業廃棄物の排出はない。

②化学物質の使用はない。

③自らが生産・販売・提供する製品はない。

④電力のCO2排出係数(基準年度)は、

　 ２０１６年度調整後の㈱北九州パワ－０．１２８（kg-CO2/kWh）を用いた。

⑤電力のCO2排出係数(２０１９年度以降)は、

　 ２０１８年度調整後の㈱北九州パワ－０．０３８（kg-CO2/kWh）を用いた。

⑥評価は、目標達成ならば　○　目標未達成ならば　×

（１）

 

 

2016 2017 2018 2019

6986 14373 2045 1972

　　 　
　　

500500廃棄物の受入管理強化
積荷展開検査 500 500検体数/年

2,134kg-CO2

500

リットル

電力使用量削減

２０２２年度

500

59

㎥

6,986kg-CO2

3

２０１６年度
（基準年度）

ｋｇ-ＣＯ2

421

52

二酸化炭素排出量削減

環境経営目標 単位
中長期目標

2,094

２０１９年度
目標 ２０２０年度実績

47,846

52

387

2,054

ガソリン使用量削
減

２０２１年度

49,837

22

211

13

52

50,900ｋＷｈ

　

53,018

㎥ 13

404

13

1,972

ＬＰＧ使用量削減 13

6,986

1,972kg-CO2

2,134

52

396 379

48,777

52

2,013

47,717

1,972kg-CO2
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15000
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ＣＯ2排出量の推移kg-CO2

３．日明事業所

２０１６年度
（基準年度）

２０１９年度
（実績）

２０１９年度
（目標）

ＣＯ2 排出量

７２％削減

８％削減

２０１９年度
（実績）

新電力会社 ㈱北九州パワ－のＣＯ2排出係数が大幅に改善した。

２０１８年度調整後 0.038kg-CO2/kWh
２０１６年度調整後 0.128kg-CO2/kWh



（２）

 2016 2017 2018 2019

53018 55686 48975 47846

本年度の取組内容

① 水銀灯（全６灯）を撤去。
② 不要照明の消灯。

③ エアコンの季節に応じた温度設定。

④ ノートパソコンの電源を適時切断。

⑤ ノー残業デーの励行(週1回)。

⑥ 照明設備の点検。

⑦ ク－ル・ビズの励行。
　 　  撤去前の様子

評価　(環境管理者)
要因は、場内の水銀灯（全６灯）を撤去したことと不要照明の消灯

及び エアコンの季節に応じた温度設定などの取組みを行ったこと

によるもの。

次年度の取組内容　　(環境推進者)
今年度と同様に、不要照明の消灯及びエアコンの季節に応じた温

度設定などの取組みを継続して行う。

　

　

水銀灯（全６灯）を撤去。 （２０１９年度）
エアコン６台のうち、
　管理棟２階事務所の１台を買い替え。 （２０１８年度）
　管理棟２階女子更衣室の１台を買い替え。 （２０１６年度）
　 　

（３） （社有車　１台）

2016 2017 2018 2019

52 57 71 59

本年度の取組内容

① エコ運転及びアイドリングストップの励行。

◎

23

52リットル

◎

達成状況

52リットル

50,900kWh

47,846kWh53,018kWh

〇

達成状況

◎

◎
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６％削減

１０％削減 45000
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55000
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電力使用量の推移kWh

ガソリン使用量

２０１９年度
（目標）

２０１９年度
（実績）

２０１６年度
（基準年度）

微増

微増

２０１９年度
（実績）

環境パフォーマンス ⑥ 電力使用量削減

評価基準
◎ 非常に良くできた
〇 良くできた
△ どちらでもない
× できなかった



評価　(環境管理者)
要因は、本社等への連絡頻度が増えたことによるもの。

次年度の取組内容　　(環境推進者)
今年度と同様に、エコ運転及びアイドリングストップの励行などの取り組みを継続して行う。

 

　 　
初度登録から１１年を経過した車両1台を低燃費の新車に入れ替えた。（２０１６年度）

　

　

（４）

2016 2017 2018 2019

421 917 235 211

本年度の取組内容

① 水道水の適正使用。

② 漏水のチェック。

　 　

評価　(環境管理者)
要因は、社員一人ひとりの節水意識が高まったことによるもの。

次年度の取組内容　　(環境推進者)
今年度と同様に、節水の注意喚起を行うとともに、漏水チェックを随時行う。

（５）

　 　

搬入したダンプトラックの積荷を確認するため、所定の場所で降ろさせ受入基準に適合してい

るか検査を行う。

　

本年度の取組内容

① 手順の周知及び教育。

② 朝礼で、検査担当者に対し指示の徹底。

評価　(環境管理者)
目標どおり実施した。

要因は、検査担当者に対し、朝礼で的確な指示命令を行ったことによるもの。

 

次年度の取組内容　　(環境推進者)
今年度と同様に、計画を作成し関係者に周知徹底を図る。

達成状況

 

達成状況

◎

◎

211㎥

211㎥404㎥

421㎥

◎

◎
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水使用量

２０１９年度
（目標）

２０１９年度
（実績）

２０１６年度
（基準年度）

２０１９年度
（実績）

５０％削減

ガソリン使用量削減

積荷展開検査

目標どおり実施（年５００検体）

４８％削減

環境パフォーマンス ⑦



環境負荷の状況（年度別）は、以下のとおり。

（１）  

2016 2017 2018 2019

 本社 38008 39271 38661 35188

 響灘 62614 89454 22008 25720

日明 6986 14373 2045 1972

　　
　　

107,608kg-CO2
　

評価　(環境管理責任者)
電力使用量は１５％、ガソリン使用量については８％それぞれ削減できたこと、新電力会社　北
九州パワ－のＣＯ2排出係数が大幅に改善したことなどにより４２％削減することができた。

（２）  

2016 2017 2018 2019

本社 66168 70406 71880 66210

響灘 307443 300713 180923 246830

日明 53018 55686 48975 47846

評価　(環境管理責任者)
本年度は、本社の電灯をＬＥＤ照明に取り替えたこと、響灘事業所に外周水路を設置したこと
などにより使用量を１５％削減することができた。次年度については、響灘事業所に太陽光パ
ネルなどを設置し更に電力使用量の削減を行う。

62,61438,008

サイト

2017年度

107,608

ＣＯ2排出量　　ｋｇ－CO２

日明

6,986

全社

143,098 39,271

本社 響灘

89,454

2,134

2016年度

35,188 1,972

38,661 22,008 2,045

37,636

2018年度

78,1932019年度目標 38,423

14,373

62,714

62,880kg-CO2

62,880kg-CO2

2019年度

66,168426,629 53,018

62,880 25,720

78,193kg-CO2

本社

66,210

2016年度

424,754kWh

サイト

70,406

全社

307,443

246,830

301,778

2017年度

2019年度目標

2019年度

響灘 日明

電力使用量　　　kWh

300,713 55,686426,805

48,97571,880 180,9232018年度

50,900

360,886

424,754 69,485 304,369

47,846

360,886kWh

360,886kWh426,629kWh
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４．全社
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電力使用量の推移

本社 響灘 日明

kWh

ＣＯ2 排出量

２０１６年度

（基準年度）

２０１９年度

（実績）

２０１９年度
（目標）

２０１９年度
（実績）

２０％削減

４２％削減

電力使用量

２０１９年度
（目標）

２０１９年度
（実績）

２０１６年度
（基準年度）

２０１９年度
（実績）

１５％削減

１５％削減



（３）

2016 2017 2018 2019

本社 2,961 2,966 2,424 2,015

響灘 3,130 3,673 3,844 3,605

日明 52 57 71 59

評価　(環境管理責任者)
響灘事業所では、処分場管理や廃棄物の現地確認等により使用量が１５％増加したが、会社全
体で、社員のエコ意識が高まってきたことにより８％削減することができた。
　

（４）

2016 2017 2018 2019

本社 275 283 224 215

響灘 7641 9428 10494 11170

日明 421 917 235 211

 

 

評価　(環境管理責任者)
使用量の大半は、響灘事業所で粉塵防止対策の散水で使用している。 本年度は、特に工事の発
注件数が多かったため散水を強化した。次年度については、外周水路に溜まった雨水を散水に使
用し削減を行う。

11,596㎥
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2019年度目標

5,679リットル

5,679リットル

11,596㎥

2018年度

全社

ガソリン使用量　　リットル

本社 響灘

2019年度目標

6,696

5,966

3,844

522016年度

2017年度

3,130

サイト

3,673 57

6,339 2,424 71

52

2017年度

2018年度

10,628

水使用量　　　㎥

全社

8,337㎥

10,953 235

8,306㎥

8,306

211

261 7,641

2019年度

224

275

本社

11,596 215

日明

404

7,641 421

10,494

917

59

9,428

2,015

2,784

2,966

3,130

2019年度 5,679

日明

6,143 2,961

響灘

283

3,605

11,170

8,337

5,966リットル

6,143リットル

サイト

2016年度

0
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4,000

6,000

8,000
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ガソリン使用量の推移

本社 響灘 日明

リットル

0
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水使用量の推移

本社 響灘 日明

㎥

ガソリン使用量

２０１９年度
（目標）

２０１９年度
（実績）

２０１６年度
（基準年度）

５％削減

８％削減

２０１９年度
（実績）

水使用量

２０１９年度
（目標）

２０１９年度
（実績）

２０１６年度
（基準年度）

２０１９年度
（実績）

３９％増加

４０％増加



地球温暖化は、ＣＯ2などの温室効果ガスが大気中に増加することで、地表付近の気温が上昇する現象である。
高温や豪雨災害が増加する傾向の背景には、地球温暖化が関わっているとみられている。
ひびき灘開発㈱は、更にＣＯ2の排出量削減をめざしていく。

（１） ＣＯ2の排出抑制効果、吸収量と排出量(年度別)

ＣＯ2の排出抑制効果、吸収量と排出量は、以下のとおり。

（２） 環境植樹とＣＯ2吸収量 (年度別)

環境植樹とＣＯ2吸収量は、以下のとおり。
　

年生 年生 年生 年生

9 10 11 12  

8 9 10 11

7 8 9 10

6 7 8 9

5 6 7 8

4 5 6 7

3 4 5 6  

1 2

出典
エコアクションの温室効果ガス削減効果算定事例＜参考資料＞ 森林整備によるＣＯ2吸収量の原単位
平成24年6月　環境省 年生　１年～　５年 0.385kg-CO2/㎡/年

年生　６年～１０年 0.194kg-CO2/㎡/年
年生１１年～１５年 0.502kg-CO2/㎡/年

（３） ひびきソ－ラ－パワ－の発電量とＣＯ2排出抑制効果 (年度別)

ひびきソ－ラ－パワ－で発電した電力は、九州電力㈱へ売電している。
その電力は、発電の際にＣＯ2を発生しないため、ＣＯ2の排出量を抑制したと考えることができる。

発電量とＣＯ2排出抑制効果は、以下のとおり。

 

 

 

 

 

　

ＣＯ2排出抑制効果は、表示に関する業界自主ル－ル(平成２２年度)太陽光発電協会太陽光発電技術研究
組合の0.3145ｋｇ-CO2/kWhを用いた。

年度
ＣＯ2排出抑制効果

(kWh)

-2,129

-5,061

-541

2,391

-4,819

2,608,970

2,596,070

発電量

-1,073

-2,368

-6,953

-2,368

-2,129

２０１６年度

2007年度

2017年度

-6,821

-260

-488 -246 -246

-364

-2,129

-260

-246

2012年度

1,338

-464-921 -464

-260 -260

1,267

-582

-364

-582

-541

-1,506

2009年度 -541

-582

-696,549

吸収量

２０１９年度

吸収量

２０１８年度

吸収量

２０１７年度

143,098

(kg-CO2)

環境負荷

107,608

年度

2016年度

2017年度

(kg-CO2)

合計

-717,974

-673,873

27

-6,953

-6,821

-816,464

-4,819

ＣＯ2排出量 ③

-760,703

①＋②＋③

725

3,000

2,788

-752,608 62,880

62,714

2018年度

2017年度

2,393,030 -752,608

6,150

-820,521

-812,152

ＣＯ2排出抑制効果 ①

ひびきソｰラ－パワ－

-816,464

2019年度

-820,521

年度
面積
（㎡） 吸収量

2,582,360

-141

2016年度

-812,152

計

(kｇ-CO2)

5,531

-921

23,190

ＣＯ2吸収量 ②

環境植樹

-5,061

-541

-141

2018年度

2019年度

2013年度

2008年度

2010年度

2011年度

ＣＯ2排出量削減をめざして

環境植樹 （２８ｐ）

を参照

ひびきソーラーパワー発電事業 （１１ｐ）を参照

全社（１）ＣＯ2排出量

（２５ｐ）を参照



【取組み事例】

環境植樹を推進し維持していくことは、
以下の、ＳＤＧｓの目標の達成に貢献する。
　
地球温暖化を防ぎ、潤いのある街をつくるため、分譲地や処分場内、約２３,０００㎡にアラカシ、ヤマモモ、
ウバメガシ、ネズミモチ、ヤマツバキやマテバシイなどの広葉樹の植樹を行う。    

植栽状況（年度別）は、以下のとおり。

アラカシ等

アラカシ、ウバメガシ、ヤマツバキ、ヤマモモ、マテバシイ等

ウバメガシ、ヤマツバキ、ヤマモモ、マテバシイ、ネズミモチ等

ヤマツバキ、ヤマモモ、マテバシイ、ネズミモチ等

ヤマツバキ、ヤマモモ、マテバシイ、ネズミモチ等

マサキ、ヤマモモ、ネズミモチ、シマトリネコ、ハマヒサカキ等

マサキ、ヤマモモ、ネズミモチ、シマトリネコ等

ヤマツバキ、ヤマモモ等　　　　１号地（分譲地）から移植した 　

（本）
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植樹数
場所

植樹面積

⑪潤いのある街づくりの推進
⑬気候変動に対する適応への
取組み
⑮緑化の推進

2013年度

（㎡）
樹種

2008年度

2009年度

1,338

1,267

約3,600

約15,000

725

3,000

2,788

2011年度

2017年度

約15,000

2,391

約10,000

2007年度

１号地
（分譲地）

年度

約7,000

約2,500２号地

計

2009年度

約10,000

約25,000

　

2010年度

2012年度

３号地

23,190

嵩上げ等

2012年度

5,531

6,150

　 　

2007年度 2008年度

2011年度2010年度

2013年度 2017年度 2017年度

環境への取組み

１．環境植樹



　

環境学習を推進し維持していくことは、 【取組み事例】
以下のSDGsの目標の達成に貢献する。 　 　 　

（１） 処分場見学会の実施（本社の環境経営目標）
見学会では、廃棄物の受入から処分までの流れ、処分場の規模や構造、埋立の方法や埋立の
進捗状況、排水処理等の環境対策の説明を行う。
① 一般市民を対象にした見学会 　 (８月８日実施)
　 北九州市在住の親子を対象に、廃棄物処分場等を見学するバスツアーを行った。

（３４名が参加）

② 地域住民を対象にした見学会 　 (４月２５日、１１月１５日実施)
　 　   

（２） 分譲地見学会の実施
見学会では、ひびきコンテナターミナルの背後にあり、再生可能エネルギ－の拠点になっている当
社用地の分譲・賃貸について説明を行う。

① 金融機関及び不動産仲介事業者を対象にした見学会 (１０月２４日実施)
（１９名が参加） 　

　
当社用地の分譲促進を目的としたバスツアーを開催しました。対象は市内外の金融機関の不

動産担当者及び不動産仲介事業者としました。 視察内容は、響灘事業所で会社ＰＲビデオな

どを観た後に処分場や分譲地を案内をしました。当社用地での太陽光発電事業、自然電力に

よる風力発電事業、 対岸では洋上風力向けの岸壁整備、西部ガスのＬＮＧ等、この響灘地区

が再生可能エネルギ－の拠点になっていることを実感していただける良い機会となりました。

初めての取組みでしたが、参加者からは、 「実際に現地を視察することで分譲地のことがよく

分かった」「廃棄物を処分しているイメ－ジが変わった」等の意見をいただきました。

参加者との意見交換及び情報交換するなかで新たなネットワークを構築することができました。

今後も継続して実施し、分譲地への理解を深めて頂き、当社用地の分譲・賃貸を促進するよう

努めて参ります。 (１０月２４日実施)

（３） 北九州エコライフステ－ジ 　 (１１月２３日～２４日実施)
本年度も、北九州エコライフステ－ジで、当社の埋立処分事業を紹介した。

　

　  

地域貢献活動の一環として、漁港や地域の清掃を推進し維持していくことは、
以下のSDGsの目標の達成に貢献する。
　 【取組み事例】
　
（１） 本社周辺の清掃 (７月８日実施)

本社周辺の環境美化活動を行う。 　

（２） 地元漁協への清掃活動協力（本社の環境経営目標） (７月９日、８月２４日実施)
脇之浦漁港及び脇田漁港の清掃活動にそれぞれ年１回参加・協力し、地域の方々との交流を行う。
　

（３） 響灘地区清掃活動 　 (１０月１６日実施)
北九州市民いっせいまち美化活動に参加し、響灘地区の清掃を行う。

　

　　 来場者対応の様子

④⑫⑬環境学習やエコライフステ－ジを通じた環境
人材の育成
⑰地域との人的ネットワ－クの形成

　　　来場者対応の様子

⑪地域の清掃活動の実施
⑭地元漁港への海岸清掃活動協力
⑰地域社会との人的ネットワ－クの形
成
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　　展示コーナーの様子

２．環境学習

環境コミュニケーション（金融機関及び不動産仲介事業者を対象にした見学会）

３．地域の清掃活動



　 　 　

 

　 　　本社周辺の清掃活動の様子

　
 

環境国際協力及びJICAの草の根技術

協力事業を推進し維持していくことは、

以下のSDGsの目標の達成に貢献する。 【取組み事例】

（１） 国際研修・視察

JICAの研修員受入事業における 開発途上国関係者の本邦研修や 北九州市や福岡県などが各企業

の国際ビジネス展開支援おいて招いた見学者に海面廃棄物最終処分場の構造や埋立技術の研修を

行っている。２０１９年度の実施状況は９か国７４名の研修生の受入を行っている。

 

　    埋立状況等説明の様子 　　　排水処理施設フロ－説明の様子 　　　　 座学説明の様子

（２） ＪＩＣＡ草の根技術協力事業（カンボジア国プノンペン都）

プノンペン都と北九州市は２０１６年３月に姉妹都市提携を機に、 プノンペン都側からの課題解決支援

の要請を受け、北九州市の持つ環境技術・ノウハウを活用して、 「オ－ル北九州市」として行政と民間

が連携し、これまでに上水道をはじめ様々な取り組みを実施している。

本事業による適切な廃棄物管理体制の整備は、プノンペン都の衛生環境の改善に加え、 不適正処理

の減少などを通じて、地域の住民活動に密着した環境問題の改善に貢献することが期待される。

JICAの草の根技術協力事業本事業は、 ２０１８年1月から２０２０年

 １２月の約３年間に渡り、 カンボジア国プノンペン都 廃棄物管理改

善事業に専門家として、プノンペン都のダンコール処分場の環境汚

染の調査、調整池の浄化を図る簡易エアレータの導入や 現地スタ

ッフの管理技術向上に向けた取組みを実施している。

　

　

　
第２回派遣として  ２０１９年４月２１日から２７日にかけて プノンペン  

都へ行きました。 ダンコール処分場は 前回よりゴミ埋立量が増加し

搬入路にまでゴミが溢れ出ていました。  故障したブルドーザーの代

わりにバックホウを使用して積み上げているのですが、 その作業が

追いついていないのが原因です。そのため、昼前にはゴミ収集車が

渋滞し車列が幹線道路まで伸びていて、 すぐには解消できそうにあ 　

りません。

第３回派遣の予定は、６月２３日～２９日です。 住民啓発チ－ムがト

ラベック水路に面する５地区で 地域住民向けの ワ－クショップを開

催する予定です。  　

④⑧⑫⑰海外からの研修生受け入れ、海外での環境教育の実施など環境国際
協力の推進
⑨⑬海外の気候変動に対する取り組み支援

響灘地区清掃活動の様子

ダンコール処分場

エアレータ導入の様子
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 本社周辺の清掃活動の様子

４．国際技術協力

エピソード



　

　

環境関連法規等を遵守することは、

以下のSDGsの目標の達成に貢献する。
　 　 　 【取組み事例】

　

　

以下のとおり、環境関連法規などの遵守状況をチェックした結果、違反はなかった。

① 年度毎に管理者による環境関連法規などの遵守状況の確認を行う。（７月実施）

② 毎月実務担当者による日常的な監視測定項目の実績を把握し遵守状況の確認を行う。

また、関係機関等からの指導、指摘、訴訟はなかった。

　

業務を標準化し、法的要求事項に関する抜け漏れ等防ぐため、以下の手順書を整備した。

① エコアクション２１マニュアル

② 資源ごみ（廃紙,廃蛍光管,廃OA機器）ﾘｻｲｸﾙ手順書

③ ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ管理手順書

④ 自社廃棄物処理手順書(響灘事業所・日明事業所)

⑤ 自社廃棄物適正処理確認手順書

⑥ 産業廃棄物等受入業務手順書（響灘事業所）

⑦ 産業廃棄物等受入業務手順書（日明事業所）

⑧ 産業廃棄物等の契約・管理手順書

⑨ 排水処理業務標準書

⑩ 石綿含有産業廃棄物の取扱手順書

⑪ 移設廃棄物処理手順書

⑫ 工事における順法検討手順書

⑬ 周辺環境に配慮した嵩上計画の検討手順書

⑭ 監視測定･管理手順書（響灘事業所、ひびきポートランドR1号倉庫）

 

　

対象法令等一覧

本社 響灘 日明

● ● ●

石綿含有廃棄物等の適正処理について（処理マニュアル） ●

宅地建物取引業法 ●

下水道法 ●

浄化槽法 ●

悪臭防止法 ●

騒音規制法 ●

土壌汚染対策法 ●

海水汚染及び海上災害の防止に関する法律 ●

ダイオキシン類対策特別措置法 ●

特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に

関する法律

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律 ● ●

建築物のエネルギ―消費性能の向上に関する法律 ● ●

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律 ● ● ●

資源の有効な利用の促進に関する法律 ● ●

家電リサイクル法 ● ● ●

遵法

③大気・水質・土壌環境の保全
⑪適正な廃棄物の受入管理、大気・水質・土壌環境
の保全
⑭余水の適正処理等⑯コンプライアンスの徹底

遵法
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遵守状況

遵法

法的及びその他の要求事項　対象法令等

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

該当サイト

遵法

遵法

遵法

遵法

遵法

遵法

遵法

遵法

遵法

遵法

遵法

● 遵法

遵法

環境関連法規等の遵守状況

１．環境関連法規の違反、訴訟等の有無

２．業務手順書の整備

３．環境関連法規等の遵守状況



　

安全衛生向上活動を推進することは、 　

以下のSDGsの目標の達成に貢献する。 　

【取組み事例】
　 安全衛生方針に基づき、安全衛生に関する諸法令及び社内規程を遵守し、  

安全衛生の改善に取り組んでいる。また、部署毎にリスクアセスメントを実施
し、リスクの特定、見積り、評価及び除去又は低減措置を実施している。
さらに、安全衛生管理活動計画を部署毎に定め、 当社の管理運営上、重要
業務として位置づけ、計画を遂行し継続的な改善に努めている。

　 労働安全衛生方針

社員の安全と健康を確保するため、労使一丸となった安全衛生向上活動を推進します。

１． 安全衛生に関する諸法令および社内規程を遵守し、安全衛生の改善に取り組みます。
２． 業務における危険性・有害性を把握し、除去・低減を図ります。
３． 自然災害、事故など緊急事態への準備及び対応を整備、又は改善し、予防及び被害の抑制に

努めます
４． 社員の安全衛生意識を高揚し、安全衛生向上のため、以下の項目に取り組みます。

・ ゼロ災害の達成
・ 安全で快適な職場環境づくり
・ 心と身体の健康増進

　

地震、台風などの自然災害をはじめ、事件、事故などの災害に関して、当社における危機管理に
ついての必要な事項を定め、災害の予防・回避及び災害発生時の人命の安全並びに災害の抑制、
軽減、二次災害防止、早期業務再開を図るため、以下のマニュアルを整備した。

基本事項 基本事項（災害対策本部設置、防災訓練実施等）
火災（管理棟火災、場内（枯れ草等）火災等）
地震、津波（緊急避難、火災、建物倒壊、津波発生等）
台風、高潮（受入中断・閉場、管理棟・護岸損壊等）
水害、荒天（暴風、豪雨、波浪、霧、雪）、竜巻
落雷（感電、電子機器破損等）
竜巻（発生時対応、管理棟破損等）
停電（廃棄物処理システム停止、パソコン停止等）
急病、負傷（社員傷病、来客者傷病等）
転落（場内池転落、海転落等）
自動車事故（場外・場内）
船舶事故（係留時沈没、係留時船舶火災）
薬品事故（薬品使用時の事故、タンク漏洩等）
不法投棄（管理地等への不法投棄）
不審者（管理地への不法侵入、盗難・傷害等）
不法入国及び不審物対応
情報管理（ウィルストラブル、情報漏洩等）

　 新型インフルエンザ

　

危機管理マニュアルに基づき、火災や地震発生時の初動対応の
確認を行うための防災訓練を定期的に実施している。
　
（１） 本社 （１０月２９日　火災訓練の実施）
（２） 響灘事業所 （１０月　８日　火災訓練の実施）
（３） 日明事業所 　

（１月２３日　地震・津波を想定した避難訓練の実施）
　 　

　
想定は、震度６強の地震が発生し、 響灘沿岸部に大津波警報
が発令され、津波到達は２０分後としました。
協力企業社員の方々にも 参加していただき、 拡声器のサイレ
ンを合図に訓練を開始しました。各人がそれぞれ連絡班、誘導
班等の役割を担って 大声で指示を出し迅速に行動し、 緊張感  
のある訓練となりました。

　 　

●

●

その他

●

●●

③④⑧社員等の健康管理教育の推進
④⑧社員等の安全衛生教育の推進、
防災訓練実施
⑬自然災害への対応訓練の実施
⑯コンプライアンスの徹底

●

●

●

●

●
● ●

　

●

●

●
　

● ●

●

●

●

事件

　

●
●

日明事業所　防災訓練の様子
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●

●

●

●

●

●
●

日明事業所本社

事故

災害

内容 マニュアル名

●
●
●

●

響灘事業所

●

●
● ●

●

●
●
　

●

●

●
●

労働安全衛生及び危機管理

１．危機管理マニュアルの整備

２．防災訓練の実施

エピソード



　
 
社員教育を計画的に実施することは、
以下のSDGsの目標の達成に貢献する。

【取組み事例】
当社では、職位・階層別研修、 集合研修のほか、 　

「人材育成計画」に基づき、 人材強化のための人
事ロ―テーション、 社外派遣、各部門の業務内容
ごとに実施している業務別研修、各種資格の取得
支援などを行っている。

職位・階層別研修 新入社員、中堅社員、初級管理職及び上級管理職ごとに実施。
集合研修 コンプライアンス、人権・ハラスメント、情報セキュリティ及びメンタルヘルスなど。
資格取得 宅地建物取引士、土木施工管理技士、公害防止管理者及び社会保険労務士など。

　　 集合研修（交通安全研修） 　コーチングの講義を受けている様子     　保健師の衛生講話の様子

有資格者数

産業（一般）廃棄物技術管理者 10 名 公害防止管理者水質二種 2 名 　
宅地建物取引士 8 名 社会保険労務士 2 名
土木施工管理技士１級 5 名 行政書士 1 名

　 【取組み事例】

働きやすい職場づくりをめざすことは、
以下のSDGsの目標の達成に貢献する。

従業員が健康で、能力を充分に発揮できるようワ―クライフバランスを推進し、有給休暇の取得増進や所定
外労働時間の削減を図り、働きやすい職場づくりを目指している。  

　

有給休暇平均取得日数及び平均所定外労働時間(年間)の推移は、以下のとおり。

2014 2015 2016 2017 2018 2019

有給休暇平均取得日数12 14 16 16 15 14
　 2014 2015 2016 2017 2018 2019

時間外 78 75 61 48 39 42

　

女性社員が安心して出産・復職できる環境、また、 男性社員が積極的に育児に参加で
きる環境を整備している。さらに、職場復帰後の制度としては、時間外労働の免除や制
限、育児短時間勤務や子育て休暇等がある。
現在、全ての女性社員が職場復帰後に継続勤務しており、 それらを活用しやすい職場
環境も整っている。このように、社員全員がワークライフバランスを保ちながら各自の能
力を十分に発揮できるような職場環境の実現に取り組り組んでいる。

⑤⑧女性が安心して働けるためのイン
フラ整備
⑧ワ－クライフバランス施策の充実

2020年4月１日現在

③④⑧社員等の健康管理教育の推進
④⑧技能向上を目指した社員教育の推進
④⑤⑧人権やハラスメント等防止教育の徹底
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１．雇用の状況



　

花と緑のあふれる日本一美しい処分場をめざすことは、

以下のSDGsの目標の達成に貢献する。  【取組み事例】
 

響灘事業所の敷地内、約３０００平方メ一トルに四季折々の花景観を演出。

 

５月、優しいカラ－のミックスフラワ－、スイトピーなど多種多様の草花が開花。

８月、暑さにまけず元気に咲く　”ひまわり”　

夏の青空と太陽の似合う鮮やかな黄色のひまわり　６万本。

　

　 　

34

⑪潤いのある街づくりの
推進
⑮緑化の推進

日本一美しい処分場をめざして



　 　

処分場を四季折々の花を咲かせる今年度の計画。春はミックスフラワー、 夏はひまわりが処分場を彩

りました。８月８日の処分場見学会では、参加された皆さまが６万本のひまわりに感動されたとおっしゃ

り、写真をたくさん撮られていました。

１２月、秋の花を代表する花の一つ　”コスモス”　

種まきをギリギリまで遅らせて、１２月に開花。

　　　　６万本の秋桜が咲いている様子　（１２月）　
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エピソード



　
　

環境経営目標達成度
２３目標中、１８目標について達成、５目標が未達成。
(未達成うち環境に重大な影響を及ぼすのは　２目標)
・本年度
　①本社
 　電灯を蛍光管（２１８本）からＬＥＤ照明（１１０本）に取り替えた。
　（２０１９年１１月）
　②響灘事業所
　排水処理施設（自社事業分）の電力使用量は、 響灘事業所全 
　体の約３割を占めている。 これまでは、雨水を含めた余水を排
　水処理施設で処理していたが、  外周水路（１９００ｍ）を設置し
　雨水が余水に入らないように整備した。　これによって、雨水が
　回収でき処理する余水量が減り、電力使用量（施設の稼働時間
　）の削減を行う。 また、水使用量の大半は、 粉塵防止対策用の
　散水で使用する水である。 この回収した雨水を散水に使用し水
　使用量の削減を行う。（２０２０年２月）
・次年度
　①響灘事業所
　事業所に太陽光パネルと蓄電池を設置する予定。
PDCAの観点から評価結果を検証したが、特に問題とする点は
なかった。
・外部コミュニケーションは４件あった。
　苦情に関する外部コミュニケーションはなかった。
・一般市民や地域住民を対象にした処分場見学会を１０年以上
　前から年数回実施している。過去に実施した見学会と同様に、
　処分場に対して抱いていたイメ－ジと 実際の処分場の姿との
　ギャップに驚いた人が多く、実情を知って安心したとの声が聞
　こえた。  見学会終了後、ちょうど見頃を迎えたひまわりを持っ
　て帰っていただいた。 
・今年度より始めた市内主要金融機関等の 不動産担当者に向
　けて、 処分場ができる過程から分譲地を見学するバスツア－
　を行った。  見学者からは、分譲地を紹介する際の説明が具体
　的になったと好意的な意見を多数いただいた。
・素材産業事業者の統廃合、自主廃業や新型コロナウイルス感
　染拡大の影響などから、当社産廃受入量は大幅に減少する見
　込み。
・エコアクション２１産業廃棄物処理業者向けガイドライン２０１７
　年度版に対応する必要がある。
　（移行期間は、２０２２年３月まで）

・産業廃棄物処理業者向けガイドライン２０１７年度版に沿って移
　行準備を進めること。
　説明会を受講し、関係者に説明して移行準備を進めている。
・四半期ごとにマイルスト－ンを設定し、実効性の担保を図ること。
　目標及び計画の様式を変更し、進捗状況を確認した。
・エコアクション２１産業廃棄物処理業者向けガイドライン２０１７
　年度版に確実に移行すること。

・事業収入は増加したにもかかわらず、ＣＯ2排出量は大幅に削減できた。
　①事業収入 　２０１６年（基準年度）に比べて、56％増加した。
　②ＣＯ2排出量 　２０１６年（基準年度）に比べて、42％削減した。
　 ・本社  7％削減 ・響灘事業所 59％削減 ・日明事業所 72％削減
・環境経営目標の達成状況について
　環境に重大な影響を及ぼす未達成が２項目あった。
　①響灘事業所の水使用量
　　粉塵防止対策として散水している水が、使用量の大半である。
　　風に煽られた廃棄物の飛散防止や廃棄物搬入車両及び工事車両の通行に伴い発生する粉
　　塵防止のため散水を行っているが、特に、 今年度は工事発注件数が多かったため散水を強
　　化した。また、緑地整備のために潅水を行ったことも増加の原因である。
　②響灘事業所のガソリン使用量
　　処分場管理や廃棄物の現地確認等により 社有車の使用頻度が増えたことが原因である。

1 環境経営方針 　 　
2 環境経営目標
3 実施内容の変更。
4 実施体制
5 　
6
7 　

無し

無し

有り

環境植樹及びSDGs達成につながる取り組みを追加。

2020年度から2022年度までの中長期目標を変更。
有り

環境活動レポ―ト

無し

有り
問題点の是正及び予防措置

その他システム要素

変更の必要性
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「有り」の場合の指示事項等

定期異動により一部変更。

ア
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ト
プ

ッ
ト
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目

項目

環境経営計画

2

全
体
評
価

5 変化している周囲の状況

3
イ
ン
プ

ッ
ト
項
目 4 外部コミニュケ―ション

7

6
問題点の是正及び予防措
置の実施状況

環境関連法規などの遵守
評価の結果

環境経営方針および環境
経営目標の達成状況

項目

1

実施日：２０２０年５月３０日　

環境パフォーマンス

内容　

有り

特記事項はなし。

前回のマネジメントレ
ビューに対するフォロー
アップの状況

8 改善のための提案

代表者による全体評価と見直し結果



　

許可の内容は、以下のとおり。

【産業廃棄物処分業許可】
許可番号 第07630004184号
許可年月日
許可期限
事業の区分 最終処分場　（埋立処分）
産業廃棄物の種類 燃え殻、汚泥、廃プラスチック類（自動車等破砕物を含む）、紙くず、木くず、

繊維くず、 動植物性残さ、 ゴムくず、  金属くず （自動車等破砕物を含む）、
ガラスくず （自動車等破砕物を含む）、  鉱さい、  がれき類、  家畜ふん尿、

　 家畜の死体、ダスト類、政令第13号廃棄物
　 以上  １６種類 （水銀使用製品産業廃棄物  及び  水銀ばいじん等を含む）
　 （石綿含有産業廃棄物  を含み、 特別管理産業廃棄物 であるものを 除く）
　

【宅地建物取引業者免許】
許可番号 福岡県知事（4）第14528号
許可期限
主たる事務所 福岡県北九州市若松区浜町1-18-1

　

廃棄物処理施設の状況は、以下のとおり。

【響灘西部廃棄物処分場（３号地）】　 自社処分場
施設の種類 管理型最終処分場
産業廃棄物の種類 燃え殻、 汚泥、 廃プラスチック類、 紙くず、 木くず、繊維くず、動植物性残さ、

　 ゴムくず、金属くず、ガラスくず、鉱さい、がれき類、家畜ふん尿、家畜の死体、
ダスト類、政令第13号廃棄物 以上１６種類

処理能力 埋立地面積 　 　　２９４，２０２㎡
　 　 埋立地容量 　 　 ８，４１８，０００㎥

残余容量 　 　 ４，１４２，７０２㎥ (２０２０年３月末)

【北九州市響灘西地区廃棄物処分場（２区画）】
施設の種類 管理型最終処分場
産業廃棄物の種類 燃え殻、 汚泥、 廃プラスチック類、 紙くず、 木くず、繊維くず、動植物性残さ、

　 ゴムくず、金属くず、ガラスくず、鉱さい、がれき類、家畜ふん尿、家畜の死体、
ダスト類、政令第13号廃棄物 以上１６種類

処理能力 埋立地面積 　　３７１，０００㎡
　 埋立地容量 　 ４，５７１，０００㎥
　 　 残余容量 　 １，１１０，７６７㎥ (２０２０年３月末)

【北九州市日明積出基地】
産業廃棄物の種類 燃え殻、汚泥、廃プラスチック類、ゴムくず、金属くず、ガラスくず、鉱さい、

がれき類、ダスト類 以上９種類
処理能力 ストックヤ―ド面積 　　　　２，１６０㎡

 　
　最後までご拝読いただきましてありがとうございました。

私たちは、ＩＳＯ１４００１を１２年間運用した経験を生かし、２０１８年９月にエコアクション２１の認証を取得

しました。

北九州市は、２０１８年６月に内閣府から「ＳＤＧｓ未来都市」に選定され、その普及活動を行っています。

私たちも、既存の取り組みをＳＤＧｓの目標に関連づけ、 それを毎年少しずつスパイラルアップしていこう

と考えております。

　環境経営理念のコミットメントを念頭に、全社員が一丸となって環境活動等を推進していく所存ですので、

引き続きのご支援をお願い申し上げます。
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